	筆者はカスタ絵図とはどのようなものだと考えているのか。またどのような点が重要だと考えているのか。
	筆者によれば、二人の著者はどのような方法を用いているとされているのか。またそこにはどのような問題があると指摘されているのか

	カスタ絵図はスペインの植民地のごく一部の文化でしかない。
	カスタ絵図をスペインの植民地全体の文化としてとらえてしまっている。

	カスタ絵図は美術史的な観点からみられるべきである。

	カレーラは、カスタ絵図を、法制度、裁判、宗教関連の儀式などの社会制度的な観点からみている。
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